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令和 ３年度 日南市立細田中学校 学校運営協議会委員評価報告書

４段階評価 ４…達成 ３…概ね達成 ２…改善の余地あり １…工夫・改善が必要①経営ビジ ョ ン重点指導目標 ： 豊かな心の醸成

評価 自己評定 学 校 運 営
（到達）目標 主な具体的取組 自己評価（特記事項） 学校運営協議会委員コメント重点努力事項 項目 協 議 会 委

自己評定 総 合 員 評定

基 本 的 生 活 習 １ 基 本 的 生 活 習 慣 が 身 に 付 ・ＬＳＢの活用・充実 ◯ 目 が 合 わ な く て も あ い さ つ 出 来 れ（評価：生徒 保護者 ）3.0 3.1
慣の定着 き、当たり前のことを当た （提出物・忘れ物の改 ※生徒会が「あいさつ向上委員 ば、なお良い。

り前にできる生徒を育成す 善） 会」を立ち上げるなど、あいさ ◯ 生 徒 ・ 保 護 者 ・ 教 職 員 、 ほ と ん ど３
る。 ・あいさつの励行 つの向上を意識し始めた。 ３ ～ ３ ． ６ の 評 価 を し て い ま す 。
生徒・保護者評価３以上 ・自力登校の励行 ※自力登校も啓発を継続してい 私 も あ い さ つ は と て も 良 く で き て（ ）

きたい。 いると思います。
。◯あいさつはとても良いと思います

◯ 気 持 ち よ い あ い さ つ が 出 来 る 生 徒
が多いです。

人 権 尊 重 教 育 ２ 自分を大切に、そして他者 ・いのちの教育の充実 ◯ 自 助 ・ 共 助 ・ 公 助 を 全 校 で 共 有 し（評価：生徒 保護者 ）3.4 3.5
の推進 に対して思いやりをもつ生 ・道徳の時間の充実 ・生徒・保護者・教職員とも高 て欲しい。

徒を育成する。 ・人権集会の実施 い評価となっている。 ◯ 高 評 価 が で き て い て う れ し く 思 い４
生徒・保護者評価３以上 ※いのちの教育、道徳の授業な ます。（ ）

ど計画的に進められた。 ◯ 優 し さ や 思 い や り の 心 に つ い て 、
保護者や教職員の評価は 高い ３、 （
以 上 ） が 自 己 評 価 を １ と し た 生 徒
がいる。なぜだろうか気になる。３ ３

、◯素直で思いやりのある生徒が多く
学 年 が 上 が る ご と に 成 長 し て い る
のが見てとれます。
◯ 学 校 で の 授 業 は 便 宜 上 、 教 科 別 に
し て あ る が 、 教 育 は 本 来 、 全 人 格
的 な も の だ と 思 い ま す 。 道 徳 教 育
は 、 生 徒 が 成 長 し て い く 上 で 、 一
番大事な授業だと思います。

道 徳 ・ 特 活 ・ ３ 年 間の授業時数 ％を実 ◯ 生 徒 会 活 動 等 の 自 主 的 計 画 ・ 運 営100 ・年間計画に基づいた、 （評価：生徒 保護者 ）3.2 3.3
総 合 的 な 学 習 施し、自ら考え、判断し、 ・２年生が評価が低いが、保護 方 法 は 非 常 に い い と 思 う 。 こ の 活ねらい・道徳的価値を追

の時間の充実 行 動 で き る 生 徒 を 育 成 す 者とも全体的に良好な評価であ 動 は 、 小 学 校 （ 高 学 年 ） に Ｐ Ｒ し求した授業の実施

る。 ・生徒会・委員会活動 る。 てはどうか。
生 徒 会 活 動 ・ （生徒評価３以上） の充実 ※生徒会活動を自主的に計画や ◯ 学 習 発 表 会 は と て も 良 く ま と め て３
集会や 学 校行 ・学校行事等での生徒 運営させたり、生徒の表現させ い て 、 そ し て 楽 し く 頑 張 っ て い ま
事の充実 の自主的な活動の場面 る場を多くしたりするなど、指 した。

つくり 導を工夫している。 ◯ 学 校 行 事 等 で 中 心 と な っ て 活 動 し
・アウトプットする力 た ３ 年 生 は 自 己 評 価 も 高 い 。 そ ん
の育成 な 中 、 ２ 、 １ と 評 価 し た 生 徒 は 何

か理由・事情があるのだと思う。

【課題と改善策】
、 、 。 、 、○ あいさつについては良い評価は受けているが 声が小さかったり 自分から進んでできなかったりなどの課題がある 今後 生徒会を中心に自主的活動を促し

更に良くなるようにしていきたい。
◯ いのちの教育、道徳教育の授業を更に充実させ、学校行事等とタイアップさせながら、自分を大切に、他者に対して思いやりをもつ生徒の育成に努めていきた

い。

◯ 生徒会活動を活性化させながら、自ら考え、計画し、実行できるように、鍛える機会・場を多く設けていきたい。
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令和 ３年度 日南市立細田中学校 学校運営協議会委員評価報告書

４段階評価 ４…達成 ３…概ね達成 ２…改善の余地あり １…工夫・改善が必要②経営ビジ ョ ン重点指導目標 ： 学力の向上

評価 自己評定 学 校 運 営
（到達）目標 主な具体的取組 自己評価 学校運営協議会委員コメント重点努力事項 項目 協 議 会 委

自己評定 総 合 員 評定

・校内研修の充実 （評価：生徒 保護者 ） ◯他校との生徒間交流はできないのか？学 習 指 導 方 法 ４ 日 常 の 授 業 を 工 夫 ・ 改 善 3.4 2.9
。の工夫・改善 し、分かりやすく、楽しい ・ロイロノートの活用 ・生徒・保護者の評価は、概ね良好である。 ◯生徒の評価が高いのは素晴らしい事だと思います

・研究授業の実施 ※ 校 内 研 究 に よ り ロ イ ロ ノ ー ト の 活 用 を 図 参観にも良い印象を得ました。授業をめざす。
・各種テストの分析 り、 授 業実 践を 重ね てき た。 また 「分 かる ◯ 教 師 集 団 と し て 分か り やす い 授業 づ くり へ の 努力（ ）生徒・保護者評価３以上 、

・重点学校支援訪問の 授 業 」 を 目 指 し 、 重 点 支 援 訪 問 に も 取 り 組 を 重 ね て こ ら れ たこ と の成 果 が出 て いる の だ と思３
実施 んだ。 います。

・個別指導の充実 ◯ 分 か り や す く ＋ 楽し い 授業 。 最高 の 授業 で す ね。

・アウトプットする力の育成 先生方、大変ですが頑張って下さい。

・ キャ リ ア ・ パ ス ポ ー ト の 実 践 （評価：生徒 保護者 ） ◯ 生 徒 と 保 護 者 ・ 教職 員 の評 価 の差 が 少し 気 に なりキ ャ リ ア 教 育 ５ 進学先や将来の職業、生き 3.5 2.8
・活用 ・生徒・保護者の評価は、概ね良好である。 ます。の充実 方について自ら考える生徒
・職場体験学習の実施 ※職業講話など地域人材の活用に取り組み、 ◯生徒にとって運命の別れ道ですね。を育成する。 ３
・職業講話の実施 ３ 年 生 の 進 学 意 識 の 向 上 も あ り 、 将 来 へ の（ ）生徒・保護者評価３以上
・学級活動の充実 意識も高まりつつある。

・ 宅習 ノ ー ト の 点 検 と 有 効 的 活 （評価：生徒 保護者 ） ◯ 宅 習 ノ ー ト の 点 検を 、 学校 と 保護 者 とも 共 有 して家 庭 学 習 の 充 ６ 家庭学習の定着を図る。 2.9 2.6
用 ・家 庭 学習 の生 徒の 評価 （特 に２ 年生 ・保 は。保護者の子供への見方も変わるのでは。実 生徒・保護者評価３以上（ ） ）

・朝読書との連携 護者の評価が全体的に低い。 ◯ 生 徒 の 評 価 は 良 いが 、 保護 者 が低 い のは 期 待 度の２ ２ ３
・ 定期 テ ス ト 前 の 家 庭 学 習 の 計 せい？

画的実践 ◯ 「 ゲ ー ム 等 楽 し いこ と に夢 中 にな っ て宅 習 が 後回

し 「 家 庭 環 境 」 な ど 学 校 の 指 導 で は 限 界 が あ る」

と 思 い ま す 。 教 科に 応 じた 宅 習の 手 引き （ 方 法）

な ど の 工 夫 は ど うで し ょう か 。や っ てら っ し ゃる

と は 思 い ま す が ・・ ・ 。特 に おく れ た子 に は 、力

に応じた課題を与えることも良いかと思います。

◯ 家 庭 学 習 の 評 価 が低 い こと に つい て 、生 徒 ・ 保護

者の理由や意見等が知りたい。

◯ 保 護 者 の 評 価 が ２． ６ の方 が 客観 的 で真 の 評 価で

しょう。

・学校図書館司書との連携 （評価：生徒 保護者 ） ◯ ビ ブ リ オ バ ト ル の全 員 参加 、 全員 が 別々 の 本 を読読 書 活 動 の 推 ７ 読書環境の充実に努め、読 3.0 2.5
・ 朝読 書 に お け る ア ウ ト プ ッ ト ・生徒（３年以外 ・保護者の評価が低い。 ん で 発 表 し て い るが 、 学年 別 に同 じ 本を 読 ん での進 書 に 親 し む 生 徒 を 育 成 す ）

時間の確保 ※これまでの朝自習の読書や 教育、本年 発表としては？る。 NIE
・ 全校 で の ビ ブ リ オ バ ト ル へ の 度は読み聞かせなどの取組を実施している。 ◯ 生 徒 の 評 価 は 良 いが 、 保護 者 が低 い のは 期 待 度の（ ）生徒・保護者評価３以上 ２
参加 家 庭 ま で は 読 書 の 習 慣 が 反 映 さ れ て い な い せい？

・ 教育（新聞）の推進 ようである。 ◯ 今 の 子 ど も 達 の 環境 で は、 特 に本 好 きの 生 徒 ではNIE
な い 限 り 家 で の 読書 は なか な かだ と 思い ま す 。学

校 で い ろ い ろ な 取組 が なさ れ てい る こと は 評 価出

来るのではないでしょうか。

◯読んで楽しいと思える本に出会ってもらいたい。

【課題と改善策】
○ 今後とも「分かる授業」をめざし、主題研等を通じて課題を焦点化し、学習指導技術の改善や向上をさらに図っていかなければならない。
○ ここ２年は、職場体験学習が実施できていない。コロナ禍が続くようであれば、今年度のように時機を見て、外部人材を活用した職業講話を実施するなどの工

夫をしていきたい。

○ 家庭学習や家庭での読書に課題がみられるので、家庭の教育力向上を踏まえて、保護者を巻き込んだ手立てを考えていかなければならない。
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令和 ３年度 日南市立細田中学校 学校運営協議会委員評価報告書

４段階評価 ４…達成 ３…概ね達成 ２…改善の余地あり １…工夫・改善が必要③経営ビジ ョ ン重点指導目標 ： 信頼される学校づ く り

評価 自己評定 学 校 運 営
（到達）目標 主な具体的取組 自己評価 学校運営協議会委員コメント重点努力事項 項目 協 議 会 委

自己評定 総 合 員 評定

◯ 不登校生 徒も 居ると の事 、学校 側も表積 極 的 な 生 徒 ８ いじめ・不登校・問題行動 ・ 教 育 相 談 ア ン ケ ー （ ）評価：生徒 保護者3.8 3.6
面だけで なく 、奥深 い心 のケア もお願指導の充実 の未然防止と早期発見に努 ト、教育相談の実施 ・生徒、保護者とも全体的に良
いしたい。める。 ・携帯電話・ＳＮＳ使 好な評価である。
◯三者、全て高評価で素晴らしいです。（ ）生徒・保護者評価３以上 用に関する教育・啓発 ※不登校生徒、評価が低い生徒 ４
◯ 大多数の 生徒 が学校 生活 を楽し いと答や保護者もおり、アンテナを高
えていて 、目 標がほ ぼ達 成でき ているくして、日常生活において、き
のではな いで しょう か。 特定の 生徒にめ細やかに積極的な生徒指導を
ついては 、気 を付け て対 応でき ているこころがけたい。
ようなの で、 この評 価で 良いと 思いま

す。

◯ アンケー トを 活用し 、早 期な対 応がで

きていると思います。

◯ いじめが なく なって 良か ったで す。い

じめ問題 は学 校だけ でな く永遠 のテー

マですね。

◯三者、全て高評価で素晴らしいです。積 極 的 な 情 報 ９ 学校の情報を積極的に発信 ・ＨＰの充実 （評価：生徒 保護者 ）3.6 3.7 ４ ４
◯ 校長先生 をは じめと して 、情報 は良く発信 する。 ・学校だより・学級通 ・生徒 保護者とも評価が高い、 。
発信され てい ると思 いま す。コ ロナ禍（保護者評価３以上） 信の発行 ※学年通信や学校だより、ホー
で直接的 な交 流に結 びつ けにく いのが・安心安全メールの活 ムページなどで、学校行事や生 ４
残念です。用 徒の活動を保護者や地域の方に
◯ 学校だよ り・ 通信に よる 情報の 発信が・地域への回覧による 情 報 を 発 信 す る こ と に 心 が け
出来てい る。 安心安 全メ ールの 活用が情報発信 た。
とても便利です。

「 」◯細田中学校だより 細田中でよかった

に、いつ も充 実した 内容 を掲載 してい

ただきありがとうございます。

◯ 地域行事 の参 加は、 地域 民の行 事に対家 庭 及 び 地 域 生徒や職員の地域行事への ・地域行事への参加10 （ ）評価：生徒 保護者3.1 3.5
する協力 によ り、子 供達 も少し ずつのとの連携 積極的な参加・協力を図る ・職場体験学習 ・２年生が評価が低いが、保護
協力理解 にな り、そ れが 地区へ の思いとともに、日南市・地域の ・職業講話 者とも全体的に良好な評価であ
が深くなるのでは。人材・教材を積極的に活用 ・学校支援ボランティ る。
◯三者、全て高評価で素晴らしいです。する。 ア「やっちみろ会」の ※コロナ禍で地域の行事への参 ４
◯ 具体的な 取組 がたく さん あって 、努力（ ）生徒・保護者評価３以上 活用 加はできなかったが、総合的な
されていると思います。・認知症サポーター養 学習の時間では、職業講話など
◯ 職場体験 をと ても楽 しみ にして いる生成講座 地域人材を活用した取組が展開
徒が多いと聞きます。・租税教室 できている。
◯ 生徒達と の行 事参加 交流 が実現 できず

残念です 。い い機会 を見 つけて 実現し

たいものです。

【課題と改善策】
○ いのちの教育や道徳教育や集会等を通じて、人権学習の更なる充実を図りたい。教職員は、日頃から生徒とのラポートづくりに努め、いじめ等の未然防止、早
期発見・早期対応をしていきたい。

○ 学校便りをはじめとする各種通信や学校 については、今後とも情報を継続して発信し、工夫 ･改善を図っていきたい。HP
○ 地域の行事等への参加や地域の方との交流を積極的に図っていきたい。



- 4 -

令和 ３年度 日南市立細田中学校 学校運営協議会委員評価報告書

４段階評価 ４…達成 ３…概ね達成 ２…改善の余地あり １…工夫・改善が必要④経営ビジ ョ ン重点指導目標 ： 健康 ・ 安全教育の推進

評価 自己評定 学 校 運 営
（到達）目標 主な具体的取組 自己評価 学校運営協議会委員コメント重点努力事項 項目 協 議 会 委

自己評定 総 合 員 評定

◯ 早寝早起 きの 習慣を 、先 に考え ては。基 本 的 生 活 リ 健康に対して、自ら健康を ・早寝・早起き・朝ご11 （評価：生徒 保護者 ）3.2 3.1
自室での 生活 を親の 把握 が大切 なのでズムの定着 管理し、実践できる生徒を はんの推進 ・生徒の評価は、２年生が改善
はないか。ＳＮＳ等のしすぎ等。育成する。 ・給食後の歯磨き、フ 傾向にある。
◯ 食育につ いて は、栄 養に ついて の指導（生徒評価３以上） ッ化物洗口による虫歯 ※学級や保健室からの便りを通
・学習も 大切 にして いた だきた いと思予防の徹底 じて、保健指導や食育指導など
います。 家庭 科の時 数が 減った ので学豊 か な 食 育 の 食育だよりや弁当の日等を ・性教育の充実 充実させており、指導を工夫し ３
ぶ機会も 少な くなっ たと 思いま す。食推進 通して、食生活や生活習慣 ・保健だよりの発行 ている。
は生きていく上で特に大切なので 肥等の啓発を行う。 ・食育だよりの発行 。「

満」の生 徒の 個別指 導に ついて は配慮（肥満割合 ％以下） ・弁当の日の実施15 (肥満割合： ％ )14.7
が必要かと思います。・栄養教諭による指導 ※個別の保健指導として、毎週

・食に関する集会の実施 ◯家庭での役割が大きい事案ですね。体重測定を行っている。

◯ 全体的に 歩く のが、 少な くなっ たので体 力 向 上 に 向 新体力テストで、各学年男 ・細田ストレッチの推 ・３年男子と１，２年女子が達12
は？けた取組 女４項目以上で県平均を上 進 成できなかった。特に２年女子
◯ロードレース大会は素晴らしかった。回る。 ・握力アップの向上 は総合的に体力を上げていかな
◯ 小さい頃 から 外遊び 、体 を動か しての・保健体育の授業の計 ければならない。 ３
遊びや家 の仕 事を手 伝う など体 を動か画的実施 ※握力アップの時間やロードレ
すことが 少な くなっ てい るので 、その・部活動の充実 ー ス 大 会 前 の ラ ン タ イ ムRUN
分学校で 補わ なけれ ばな らない ので、など、体力を向上させる場を設 ３ ３
たいへんだと思います。定するなど工夫している。
◯ 体力テス ト結 果を追 跡調 査して 分析し

たらどうでしょうか？

・部活、 運動 してい る生 徒 ・ 通学は

自転車か徒歩か ・親の送迎か など

◯ 危機回避 のあ り方を 身に つけさ せるは安 全 ・ 防 災 教 交通安全指導や避難訓練を ・交通安全教室の実施13 （評価：生徒 保護者 ）3.8 3.6
全体アン ケー トでは ６割 以上と なって育の推進 通して、危機回避のあり方 ・学校保健委員会の実 ・生徒、保護者とも全体的に良
おり、能 力育 成の上 で向 上して いるの等を身につけさせる。 施 好な評価である。
では。（生徒評価３以上） ・避難訓練の実施 ※交通安全教室や避難訓練など ４
◯ 家のそば の通 学路を 登下 校する 生徒た・救急蘇生法研修の実 定期的に危機回避能力の育成に
、 。施 取り組んでいる。 ちは ルールをきちんと守っています

◯ 自転車登 校は 、決ま りよ く安全 にでき

ていると思います。

◯ 自転車登 校時 、下方 交差 点を利 用する

際の交通 ルー ルがし っか り実践 されて

いる。

◯ 通学して いる 生徒の マナ ーはと ても良

いと思います。

、 、◯生徒のアンケートでの数値が １年４

２年 、３年 と立派です。3.5 3.9

【課題と改善策】
○ 家庭での過ごし方、特にＳＮＳを利用する時間に課題がある。生徒への啓発・指導はもとより、親向けの「ＳＮＳ講座」を企画し、ルール作りを推進するなど

保護者への働きかけをしていきたい。

○ 特に新３年女子が部活動など運動をしていない生徒が多く課題であるが、体力向上への取組を継続・工夫・改善しながら、実践していきたい。

○ 細田中の良き伝統であるので、自転車の交通ルールの遵守、マナーの向上に引き続き努めていきたい。


